
Ｉ研究の概要

１目的

川越市立小中学校の児童生徒を対象に実施した教研式標準学力検査（NRT)、全国
学力・学習状況調査及び川越市中学生学力調査の結果を基に、川越市全体の学力の状
況を分析・考察し、各小中学校児童・生徒の学力向上を目指した指導法の工夫改善に
資する。

研究方法２

（ 冷杳瞥料名及び研究の対象と弱

r、。Ｈ国

（２）方法

川越市教育委員会が事務局となり、市内小・中学校の校長、教員からなる学力調

査研究委員会を設置し、委員長１名、副委員長１名、各教科部長１名、各教科委員

２～３名の計１４名で組織した。

各教科部会では、上記の検査結果を分析し、川越市の課題を明らかにし、課題解

決を図る手立て及び指導資料を示した。また、本研究冊子「学力分析と指導の手立

てⅦ」の構成は、前半に各検査の分析結果、後半に分析結果をふまえた「指導の手

立て」と「指導資料」になっている。

３教研式標準学力検査（NRT）について

（１）各学年の状況

①全国通過率と川越市通過率の比較

通過率とは、１つの問いについて、正答人数を総人数で割り、１００倍した数
である。川越市通過率とは川越市の児童生徒の通過率の平均である。
②各教科の５段階の出現率

川越市の各学年における各教科の偏差値を基に、全国基準に照らして５段階評
定を表した。偏差値は、全国平均点を５０とし、偏差値５０前後が「３」の評価に
なる。

各教科の５段階の出現率とは、偏差値を５段階に分け、そこに含まれる人数の

崖一
(５段階の出現率）

１）検査資料名及び研究の対象と教科

割合を表したもので、下図のようになる。

検査名 実施時期 対象 教科

①全国学力・学習状況調査 ４月実施 小６．中３ 国語・算数（数学）

②教研式標準学力検査

(NRT）

６月末まで 小４～中２ 国・社・算（数）

理・英（中２）

③)[|越市中学生学力調査 ９．１１月 中３ 国・社・数・理・英

段階 １ ２ ３ ４ ５

偏差値 ～3４ 35へ4４ 45~5４ 55~6４ 65～

出現率 ７％ ２４％ ３８％ ２４％ ７％








































